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「富山市地域公共交通網形成計画」の達成状況について（総括表）

【計画に位置づけた数値目標】 

数値目標 指標 調査頻度 基準値 結果 目標 達成状況 

地域公共交通網形成計画の目標
公共交通が便利な地域に 

住んでいる市民の割合 
年 1 回 

平成 17 年 

（2005 年） 

28％ 

令和元年 

（2019 年） 

38.8％ 

令和 7年 

（2025 年） 

約 42％ 

公共交通が便利な地域に住んでいる市民の割合は、平成 17年度から 10.8 ポイント増加

しており、目標達成に向けて順調に推移している。 

公共交通活性化に係る数値目標
公共交通１日平均利用者数

の富山市人口あたりの割合 
年 1 回 

平成 26 年 

（2014 年） 

13.7％ 

令和元年 

（2019 年） 

15.7％ 

令和 7年 

（2025 年） 

15.9％ 

公共交通１日平均利用者数の富山市人口あたりの割合は、平成 26 年度から 2 ポイント

増加し、令和 7年度の計画目標（15.9％）に近い数値となっている。 

【各モニタリング指標の状況】 

基本方針 指標 調査頻度 基準値 結果 基準値との比較 達成状況 

基本方針①  

公共交通軸の活性化による

コンパクトなまちづくりの実

現 

（都心部・地域生活拠点）

路面電車市内線 

1 日平均乗車人数 
年 1 回 

平成 27 年 

（2015 年） 

13,577人／日

令和元年 

（2019 年） 

14,422人／日

6.2％増 

路面電車南北接続事業第 1期事業で、平成 27 年 3月から市内電車の電停が新幹線高

架下へ乗り入れしたことにより利便性が高まり、路面電車市内線の 1日平均乗車人数は

平成 27年度から 6.2％増加している。 

定期路線バスの 

１日平均乗車人数 
年 1 回 

平成 27 年 

（2015 年） 

13,333人／日

令和元年 

（2019 年） 

13,878人／日

4.1％増 
通勤・通学定期利用者の増加により、定期路線バスの１日平均乗車人数は平成 27 年度

から 4.1％増加している。 

基本方針②  

地域特性に応じた 

多様な生活交通の確保 

（郊外部・中山間地） 

郊外部居住者 

（富山中央地域以外の居住者）

の公共交通分担率 

5 年に 1回 

平成 26 年 

（2014 年） 

8％ 

令和元年 

（2019 年） 

8.5％ 

0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

「公共交通に関する市民意識調査」のアンケート結果から、富山中央地域以外の居住者

のうち、主に利用する交通手段が公共交通（鉄道・市内電車・バス）である方の割合は、

平成 26年度から 0.5 ポイント増加している。 

公共交通空白地域の人口 5 年に 1回 

平成 26 年 

（2014 年） 

9,466 人 

（人口の 2.3％）

令和元年 

（2019 年） 

7,745 人 

（人口の 1.9％） 

▲1,721 人 

（▲0.4 ポイント） 

公共交通が利用可能な圏域として、GIS により住民基本台帳ベースの人口データを用い

て算出した結果、公共交通空白地域の人口は、平成 26 年度から 1,721 人減少し、7,745

人となった。 

基本方針③  

公共交通利用促進 

（共通事項） 

公共交通を週 1回以上 

利用する市民の割合 
5 年に 1回 

平成 26 年 

（2014 年） 

15.6％ 

令和元年 

（2019 年） 

14.0％ 

▲1.6 ﾎﾟｲﾝﾄ 

「公共交通に関する市民意識調査」のアンケート結果から、公共交通を週 1回以上利用

する市民の割合は、平成 26年度から 1.6 ポイント減少している。10 代の学生の利用が

減少したことがひとつの要因として考えられる。 

IC カードによる公共交通の 

利用割合 
年 1 回 

平成 27 年 

（2015 年） 

66.2％ 

令和元年 

（2019 年） 

64.2％ 

▲2.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 

IC カードによる公共交通利用割合は、IC カード利用者数が増加しているものの、公共交

通利用者数の増加割合が上回ったことにより、平成 27 年度から 2.0 ポイント減少してい

る。（IC カード利用者数は、ecomyca、passca、おでかけ定期券の合計） 
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１．地域公共交通網形成計画の目標の達成状況 

本計画では、公共交通のサービス水準や利便性を高めることで、コンパクトなまちづくりの

実現を目指していることから、都市マスタープランとの整合を図り、富山市民のうち｢公共交

通が便利な地域に住んでいる市民の割合｣を目標と設定している。 

公共交通が便利な地域に住んでいる市民の割合は、平成 17 年度から 10.8 ポイント増加し

ており、目標達成に向けて順調に推移している。 

（公共交通が便利な地域は、都心地区と公共交通沿線居住推進地区とする。） 

基  準 
平成１７年度 
（2005 年） 

実  績 
令和元年度 
（2019 年） 

目  標 
令和７年度 
（2025 年） 

公共交通が便利な地域 
に住む市民の割合 

28％ 
（117,560 人） 

38.8％ 
（161,636 人）

約 42％ 
（167,600 人） 

２．公共交通活性化に係る数値目標の達成状況 

「公共交通１日平均利用者数の富山市人口あたりの割合」は、平成 26 年度から 2ポイント

増加し、下図の通り計画の目標を上回る数値で推移しており、令和 7年度の計画目標（15.9％）

の達成が目前となっている。 

基  準 
平成２６年度 
（2014 年） 

実  績 
令和元年度 
（2019 年） 

目  標 
令和７年度 
（2025 年） 

公共交通１日平均利用者数の 
富山市人口あたりの割合 

13.7％ 15.7％ 15.9％ 

令和元年度実績 
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３．基本方針に位置付けた各指標のモニタリング状況 

【基本方針①】 コンパクトなまちづくりの実現（都心部・地域生活拠点） 

指標①－１ 路面電車市内線１日平均乗車人数 

（１）モニタリング指標の実績 

路面電車南北接続事業第 1期事業で、平成 27 年 3 月から市内電車の電停が新幹線高架下

へ乗り入れしたことにより利便性が高まり、路面電車市内線の 1日平均乗車人数は平成 27

年度から 6.2％増加している。 

 平成２７年度 令和元年度 増減 

路面電車市内線
１日平均乗車人数（実績） 13,577人／日 14,422人／日 6.2％増 

指標①－２ 定期路線バスの１日平均乗車人数 

通勤・通学定期利用者の増加により、定期路線バスの１日平均乗車人数は平成 27 年度か

ら 4.1％増加している。 

 平成２７年度 令和元年度 増減 

定期路線バス
１日平均乗車人数（実績） 13,333人／日 13,878人／日 4.1％増 

【基本方針②】 地域特性に応じた多様な生活交通の確保（郊外部・中山間地域） 

指標②－１ 郊外部居住者（富山中央地域以外）の公共交通分担率 

「公共交通に関する市民意識調査」のアンケート結果から、富山中央地域以外の居住者

のうち、主に利用する交通手段が公共交通（鉄道・市内電車・バス）である方の割合は、

平成 26 年度から 0.5 ポイント増加している。 

 平成２６年度 令和元年度 増減 

郊外部居住者（富山中央地域以
外）の公共交通分担率（実績） 8％ 8.5％ 0.5 ポイント増 

指標②－２ 公共交通空白地域の人口

公共交通が利用可能な圏域として、GIS により住民

基本台帳ベースの人口データを用いて算出した結果、

公共交通空白地域の人口は、平成 26 年度から 1,721 人

減少し、7,745 人となった。

＜公共交通が利用可能な圏域＞

ⅰ）鉄軌道駅・電停・民間路線バス停から 750ｍ以内 

ⅱ）市営コミュニティバス停から 750m 以内 

ⅲ）自主運行バス停から 750m 以内 

ⅳ）大沢野地域住民、音川地域住民 

（乗合タクシーのエリア） 

 平成２６年度 令和元年度 増減 

公共交通空白地域の人口
（実績） 

9,466 人 

（人口の 2.3％） 

7,745 人 

（人口の 1.9％） 

▲1,721 人 

（▲0.4 ポイント） 

※R1 年度は路面電車南北接続前までの 1 日平均乗車人数（H31.4.1～R2.3.20）
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【基本方針③】 公共交通利用促進（共通事項） 

指標③－１ 公共交通を週 1 回以上利用する市民の割合 

（１）モニタリング指標の実績 

「公共交通に関する市民意識調査」のアンケート結果から、公共交通を週 1 回以上利用

する市民の割合は、平成 26 年度から 1.6 ポイント減少している。 

年代別で比較すると 20 代～40 代では利用頻度が増加しているものの、50 代や 65 歳以上

の年代では利用頻度が減少している。 

 平成２６年度 令和元年度 増減 

公共交通を週 1回以上 
利用する市民の割合（実績） 15.6％ 14.0％ ▲1.6 ポイント 

〈H26〉                 〈R1>     

図 年代別の利用頻度（週 1回以上） 

指標③－２ IC カードによる公共交通利用割合 

（１）モニタリング指標の実績 

令和元年度において、平成２７年度より IC カード利用者数は多いものの、公共交通利用

者数の増加割合が上回ったことにより、平成 27 年度から 2.0 ポイント減少している。 

（IC カード利用者数は、ecomyca、passca、おでかけ定期券の合計） 

 平成２７年度 令和元年度 増減 

IC カードによる
公共交通利用割合（実績） 66.2％ 64.2％ ▲2.0 ポイント

〈R1/H26〉
90％
80％

163％
132％
101％

74％
95％
74％
74％


